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長
野
県
と
公
益
財
団
法
人
長
野

県
消
防
協
会
の
共
催
に
よ
る
第
61

回
長
野
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
・

第
28
回
長
野
県
消
防
ラ
ッ
パ
吹
奏

大
会
を
、
台
風
一
過
の
晴
天
の
中
、

7
月
28
日（
日
）飯
田
運
動
公
園
県

営
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
綿
半
飯

田
野
球
場
で
行
い
ま
し
た
。

　

第
1
部
12
チ
ー
ム
96
人
、
第
2
部

13
チ
ー
ム
91
人
、
ラ
ッ
パ
吹
奏
13

チ
ー
ム
2
7
8
人
、
上
田
市
消
防

団
女
性
消
防
隊
ペ
ナ
テ
ス
に
よ
る

ポ
ン
プ
操
法
7
人
、
消
防
団
ラ
ッ
パ

隊
広
域
交
流
会
参
加
者
、
大
会
関
係

者
、
観
客
と
合
わ
せ
約
3
0
0
0

人
で
盛
大
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
下
記
の
と
お
り
。

第
61
回
長
野
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会

第
28
回
長
野
県
消
防
ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会

令和元年度 長野県消防ポンプ操法 ・ ラッパ吹奏大会結果表

順　位 ポンプ第 1 部 ポンプ第 2 部 ラッパ
消 防 団 名 消 防 団 名 消 防 団 名

優　勝 諏 訪 市 安 曇 野 市 上 田 市
準優勝 川 上 村 下 諏 訪 町 茅 野 市
  3 位 信 濃 町 池 田 町 長 野 市
  4 位 大 町 市 飯 田 市 飯 田 市
  5 位 上 田 市 南 箕 輪 村 駒 ケ 根 市
  6 位 飯 田 市 佐 久 市 御 代 田 町
  7 位 佐 久 市 東 御 市 安 曇 野 市
  8 位 塩 尻 市 坂 城 町 木 島 平 村
  9 位 伊 那 市 上 松 町 大 町 市
10 位 南 木 曽 町 小 布 施 町 上 松 町
11 位 坂 城 町 長 野 市 高 山 村
12 位 中 野 市 川 上 村 千 曲 市
13 位 ー 飯 山 市 川 上 村

個　人　賞
ポンプ第 1 部 ポンプ第 2 部

番　員 消 防 団 名 氏　名 消 防 団 名 氏　　名
指揮者 諏 訪 市 関　　晋作 佐 久 市 井出　祐也
1 番員 諏 訪 市 藤森　啓介 安 曇 野 市 耳塚　弘樹
2 番員 上 田 市 宮澤　直輝 下 諏 訪 町 前田　敏和
3 番員 諏 訪 市 中田　智好 南 箕 輪 村 山﨑　大治
4 番員 大 町 市 西山　洋輔 ー ー

第１部優勝　諏訪市消防団

ラッパ吹奏の部優勝　上田市消防団

第２部優勝　安曇野市消防団

女性によるポンプ操法　上田市消防団女性消防隊ペナテス

優
勝
チ
ー
ム
は

第
1
部
諏
訪
市
消
防
団

第
2
部
安
曇
野
市
消
防
団

ラ
ッ
パ
上
田
市
消
防
団
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優
勝
チ
ー
ム
紹
介

　

早
速
で
す
が
、
長
野
県
ポ
ン
プ
操

法
大
会　

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
で
優

勝
し
た
選
手
の
紹
介
を
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

主
将�

藤ふ
じ

森も
り　

正ま
さ

敏と
し　

30
歳

�

　

趣
味　

野
球
観
戦

指
揮
者�

関せ
き　
　

晋し
ん

作さ
く　

28
歳

�

趣
味　

ス
ポ
ー
ツ
観
戦

1
番
員�

藤ふ
じ

森も
り　

啓け
い

介す
け　

31
歳

�

趣
味　

ゲ
ー
ム
等

2
番
員�

伊い

藤と
う　

森し
ん

太た

郎ろ
う　

30
歳

�

趣
味　

麻
雀

3
番
員�

中な
か

田た　

智と
も

好よ
し　

31
歳

�

趣
味　

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

4
番
員�

金か
ね

子こ　

卓た
く

弥や　

38
歳

�

趣
味　

釣
り

補
助
員�

飯い
い

野の　

勇ゆ
う

希き　

25
歳

�

趣
味　

車

補
助
員�

笠か
さ

原は
ら　

彰あ
き

人と　

30
歳

�

趣
味　

バ
イ
ク

　

僕
達
、
第
八
分
団
が
県
大
会
に
初

め
て
出
場
し
た
の
は
7
年
前
で
す
。

　

そ
の
時
、
私
は
補
助
番
員
で
し
た
。

　

上
田
に
て
行
わ
れ
た
県
大
会
は
2

位
と
い
う
結
果
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　

帰
り
の
車
の
中
で
悔
し
涙
を
流
し
、

帰
っ
て
き
た
こ
と
を
今
で
も
思
い
出
し

ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
し
ば
ら
く
諏
訪
市
の

大
会
で
も
勝
つ
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
地
区
大
会
で
優
勝
し

た
富
士
見
町
の
消
防
団
や
諏
訪
市
の

第
7
分
団
が
全
国
大
会
へ
出
場
し
て

い
る
姿
を
見
て
、
悔
し
い
気
持
ち
と

羨
ま
し
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り

ま
し
た
。

　

練
習
内
容
の
試
行
錯
誤
を
繰
り
返

し
、
昨
年
に
諏
訪
市
の
大
会
で
優
勝

を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
県
大

会
に
出
場
し
て
か
ら
6
年
か
か
り
ま

し
た
。

　

で
す
が
、
諏
訪
地
区
の
大
会
で
4

位
と
言
う
結
果
で
負
け
て
し
ま
い
、

優
勝
し
た
富
士
見
町
消
防
団
が
県
大

会
も
優
勝
し
、
全
国
大
会
へ
出
場
し

て
い
く
姿
を
見
ま
し
た
。

本
当
に
悔
し
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に

な
り
ま
し
た
。ど
こ
が
悪
か
っ
た
の
か
、

何
が
原
因
だ
っ
た
の
か
と
こ
と
ん
話
し

合
い
を
し
ま
し
た
。

　

応
援
し
て
い
た
だ
い
た
団
員
や
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
れ
た
団
員
、
操
法
を

教
え
て
頂
い
た
団
員
に
来
年
こ
そ
は

優
勝
す
る
。
そ
う
僕
は
言
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
年
度
が
変
わ
り
、
私
は
選

手
に「
今
年
は
平
成
が
終
わ
る
。
新
し

い
時
代
が
来
る
の
で
今
年
は
絶
対
に

県
大
会
を
優
勝
し
て
、
新
し
い
歴
史

を
作
ろ
う
!
」
と
言
い
続
け
て
き
ま

し
た
。

　

昨
年
の
悔
し
い
想
い
を
糧
に
4
月

か
ら
早
朝
の
練
習
を
始
め
ま
し
た
。

　

選
手
は
弱
音
を
吐
く
こ
と
も
な
く
、

一
生
懸
命
に
そ
し
て
楽
し
そ
う
に
毎
日

練
習
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

6
月
に
行
わ
れ
た
諏
訪
市
の
大
会

で
優
勝
し
、
諏
訪
地
区
の
大
会
も
優

勝
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

目
標
ま
で
あ
と
少
し
で
届
く
…
と

言
う
と
こ
ろ
ま
で
来
ま
し
た
。

　

そ
し
て
迎
え
た
県
大
会
の
日
・
・
・

選
手
は
今
年
や
っ
て
き
た
操
法
の
中

で
一
番
素
晴
ら
し
い
1
本
を
出
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
や
っ
て
き
た
こ
と
の
全
て

が
出
し
切
れ
た
そ
ん
な
操
法
で
し
た
。

　

結
果
発
表
は
心
臓
が
出
て
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
程
ド
キ
ド
キ
し
ま

し
た
。

優
勝 

諏
訪
市
消
防
団
…
と
聞
い
た
時

は
大
変
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
同
時
に

嬉
し
く
て
涙
が
出
ま
し
た
。
諸
先
輩

方
が
流
し
て
き
た
悔
し
涙
が
種
を
育

て
、
花
が
開
い
た
瞬
間
で
し
た
。

　

こ
こ
ま
で
に
多
く
の
方
の
サ
ポ
ー

ト
や
応
援
、
そ
し
て
家
族
や
職
場
の

方
の
支
え
が
あ
り
、
こ
こ
ま
で
来
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　

大
会
当
日
ま
で
、
応
援
サ
ポ
ー

ト
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
!

　

次
は
全
国
大
会
出
場
を
目
標
に
邁

進
し
て
行
き
ま
す
!

　

私
た
ち
安
曇
野
市
消
防
団
第
11
分

団
は
、
安
曇
野
市
穂
高
有
明
を
管
轄

し
、
4
カ
部
で
構
成
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
第
11
分
団
各
部
の
ポ
ン
プ
操
法

へ
の
取
組
み
方
や
意
気
込
み
は
そ
れ

ぞ
れ
特
徴
が
あ
り
ま
す
が
、
各
部
真

摯
に
向
き
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴

を
生
か
し
な
が
ら
一
所
懸
命
活
動
し
て

き
ま
し
た
。
近
年
は
、
団
員
の
減
少

や
考
え
方
の
変
化
か
ら
各
部
単
位
で

の
練
習
や
大
会
参
加
が
困
難
な
状
況

で
し
た
。
新
た
な
試
み
と
し
て
部
の
垣

根
を
超
え
、
第
11
分
団
と
し
て
毎
年

大
会
参
加
を
目
指
し
、
活
動
し
て
参

り
ま
し
た
。

　
「
家
族
、
仕
事
が
あ
る
中
で
活
動
し

て
い
る
消
防
団
で
な
ぜ
負
担
と
な
る

ポ
ン
プ
操
法
が
必
要
か
。」
と
い
う
意

見
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
消
防
団
の

活
動
は
、
地
域
密
着
型
で
あ
り
、
特

に
私
た
ち
の
穂
高
有
明
地
区
は
地
域

の
皆
様
、
家
族
の
ご
理
解
・
ご
協

力
、
ま
た
消
防
団
の
先
輩
方
に
支
え

ら
れ
、
分
団
も
積
極
的
に
地
域
に
貢

献
し
活
動
し
て
お
り
ま
す
。「
有
事
の

際
、
地
域
の
皆
様
に
頼
ら
れ
る
分
団

で
あ
り
た
い
。」
こ
の
一
心
こ
そ
が
第

11
分
団
の
先
輩
方
か
ら
引
継
が
れ
て

き
た「
絆
」
で
あ
り
ま
す
。
各
々
が
自

分
の
都
合
や
負
担
を
訴
え
や
す
い
時

代
に
や
り
た
く
な
い
こ
と
は
や
ら
な
い

分
団
が
地
域
の
皆
様
に
頼
ら
れ
る
で

し
ょ
う
か
。
ポ
ン
プ
操
法
は
、
技
術

習
得
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
地
域
の

皆
様
や
家
族
、
消
防
団
の
仲
間
と
の

絆
を
創
る
良
い
機
会
と
は
捉
え
ら
れ

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

本
年
度
は
、
ポ
ン
プ
操
法
の
大
切

さ
を
理
解
し
、
第
11
分
団
の
絆
を
心

に
持
っ
た
精
鋭【
主
将
:
萩
原
茂
裕
、

指
揮
者
:
秋
山
洋
輝
、
1
番
員
:

耳
塚
弘
樹
、
2
番
員
:
下
川
博
通
、

3
番
員
:
櫻
井
澄
雄
、
補
助
員
:

三
澤
静
司
】を
揃
え
大
会
に
臨
み
ま
し

た
。
主
将
を
中
心
に
当
初
か
ら
県
大

会
優
勝
を
目
標
に
掲
げ
、
途
中
真
剣

だ
か
ら
こ
そ
の
ぶ
つ
か
り
合
い
を
乗
り

越
え
、
大
会
ご
と
成
長
し
、
有
言
実

行
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

県
大
会
を
終
え
、
支
え
て
い
た
だ「有明の絆」

「新しい歴史に名を刻みました !!」

県
制
覇
を
勝
ち
取
っ
た

�

有
明
の
絆

安
曇
野
市
消
防
団
第
11
分
団
長

�

横
澤
　
貞
雄

思
い
続
け
た
県
制
覇
!!

諏
訪
市
消
防
団
　
主
将

�

藤
森
　
正
敏
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い
た
皆
様
に
は
感
謝
が
尽
き
ま
せ
ん
。

特
に
選
手
及
び
ス
タ
ッ
フ
を
支
え
て
い

た
だ
い
た
ご
家
族
様
や
穂
高
有
明
地

区
の
皆
様
に
は
、
感
謝
の
念
に
堪
え

ま
せ
ん
し
、
誇
り
に
思
い
ま
す
。
今

後
も
消
防
団
活
動
だ
け
で
は
な
く
、

ご
家
族
様
、
地
域
の
皆
様
と
と
も
に

発
展
し
て
い
け
る
よ
う
精
進
い
た
し

ま
す
。

　

上
田
市
消
防
団
は
、
東
御
市
消
防

団
、
長
和
町
消
防
団
、
青
木
村
消
防

団
に
て
構
成
さ
れ
る
上
小
消
防
協
会

に
所
属
し
て
い
ま
す
。

　

7
月
7
日
、
東
御
市
立
東
部
中
学

校
で
開
催
さ
れ
た
第
42
回
上
小
消
防

ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会
に
て
各
団
の
日
頃

の
訓
練
成
果
を
出
し
合
い
、
そ
の
結

果
と
し
て
当
団
が
優
勝
し
ま
し
た
。

ま
た
7
月
28
日
飯
田
市
綿
半
飯
田
野

球
場
で
開
催
さ
れ
た
第
28
回
長
野
県

消
防
ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会
に
お
い
て
も
、

優
勝
を
収
め
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

上
田
市
消
防
団
ラ
ッ
パ
隊
は
29
の

分
団
に
所
属
す
る
ラ
ッ
パ
担
当
団
員
、

総
勢
2
8
3
名
に
て
構
成
さ
れ「
消

防
ラ
ッ
パ
の
魅
力　

美
し
い
音
色
を

吹
け
る
よ
う
に
」
日
々
の
訓
練
活
動

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

上
小
地
区
大
会
、
県
大
会
へ
出
場

し
た
選
手
は
選
考
会
を
経
て
選
抜
さ

れ
た
メ
ン
バ
ー
で
6
月
に
行
わ
れ
た

上
田
大
会
後
よ
り
本
格
的
に
訓
練
を

開
始
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
昨
年
の
メ
ン
バ
ー
を
大

幅
に
入
れ
替
え
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、

県
大
会
ま
で
の
5
週
間
と
い
う
短
い

期
間
で
、
吹
奏
、
規
律
を
合
わ
せ
る

こ
と
は
困
難
を
極
め
ま
し
た
。し
か
し
、

徐
々
に
メ
ン
バ
ー
一
人
ひ
と
り
の
意
識

の
ベ
ク
ト
ル
が「
県
大
会
で
絶
対
優
勝

す
る
!
」
と
い
う
方
向
に
向
か
い
始

め
る
と
吹
奏
ま
た
規
律
に
お
い
て
も

徐
々
に
リ
ン
ク
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

県
大
会
本
番
で
は
出
場
順
1
番
と

い
う
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
開
会
式
か
ら

休
む
間
も
な
く
出
場
し
た
こ
と
が
功

を
奏
し
て
緊
張
す
る
間
も
な
く
臨
め

た
こ
と
、
ま
た
最
後
ま
で「
優
勝
す
る
」

と
い
う
意
識
が
保
た
れ
た
こ
と
が
結

果
へ
と
結
び
つ
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

長
野
県
大
会
に
お
い
て
優
勝
で
き

た
こ
と
を
自
信
と
誇
り
に
、
ま
た
今

後
の
活
動
の
糧
と
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
出
場
選
手

一
同
に
と
っ
て
は
最
高
の
成
績
と
思
い

出
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

第
1
回 

理
事
会

　

令
和
元
年
度
第
1
回
理
事
会
を
、

5
月
24
日（
金
）長
野
市
の
ホ
テ
ル
犀

北
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
会
長
の
解
職
の
動
議
が

あ
り
、
採
決
の
結
果
動
議
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
新
会
長
に
は
、
南
信
ブ

ロ
ッ
ク
の
宮
下
副
会
長
が
新
会
長
に

選
任
さ
れ
ま
し
た
。
次
に
、
平
成
30

年
度
事
業
報
告
及
び
歳
入
歳
出
決
算

に
つ
い
て
、
清
水
監
事
か
ら
5
月
14

日（
火
）に
行
わ
れ
た
監
査
結
果
の
報

告
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り

承
認
さ
れ
評
議
員
会
に
提
案
す
る
こ

と
が
決
定
し
ま
し
た

　

そ
の
他
、
評
議
員
会
の
日
時
お
よ

び
場
所
並
び
に
議
事
に
付
す
べ
き
事

項
、業
務
執
行
理
事
の
職
務
代
行
順
、

顧
問
の
推
薦
に
つ
い
て
決
定
さ
れ
ま

し
た
。
報
告
事
項
に
続
き
会
議
事
項

で
は
、
長
野
県
と
公
益
財
団
法
人
長

野
県
消
防
協
会
の
共
催
に
よ
る
第
61

回
長
野
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
・

第
28
回
長
野
県
消
防
ラ
ッ
パ
吹
奏
大

会
を
実
施
要
綱
に
よ
り
7
月
28
日

（
日
）飯
田
市
で
開
催
す
る
原
案
が
了

承
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
長
野
県
女

性
消
防
団
員
活
性
化
大
会（
仮
称
）、

第
10
回
長
野
長
野
県
消
防
団
音
楽
隊

交
流
演
奏
会
を
実
施
計
画
に
よ
り
開

催
す
る
こ
と
が
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

定
時
評
議
員
会

　

令
和
元
年
度
定
時
評
議
員
会
を
、

6
月
11
日（
火
）長
野
市
の
ホ
テ
ル
犀

北
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
第
1
回
理
事
会
に
お
い
て

承
認
さ
れ
た
平
成
30
年
度
事
業
報
告

及
び
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
湯
本

監
事
か
ら
監
査
結
果
が
報
告
さ
れ
た

後
、
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
、
原

案
ど
お
り
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

平成 30 年度歳入歳出決算
（平成 30年 4月1日〜平成 31年 3月31日まで）

（単位 : 円）

Ⅰ 事業活動収支の部
　 1 事業活動収入

基本財産等運用収入 6,906,048
事業収入 6,194,114
補助金等収入 10,399,417
雑収入 3,157,958

　 事業活動収入計 26,657,537
　 2 事業活動支出

事業費支出 15,396,130
機関紙発行事業費 401,760
予防宣伝対策事業費 459,742
教養訓練事業費 9,695,175
表彰事業費 3,123,814
弔慰救済事業費 1,715,639

管理費支出 11,250,421
　 事業活動支出計 26,646,551
　 事業活動収支差額 10,986
Ⅱ 固定資産取得支出 0
Ⅲ 特別積立預金支出 171,048
Ⅲ 予備費支出 0
当期収支差額 △ 160,062
前期繰越収支差額 5,837,910
次期繰越収支差額 5,677,848

消
防
功
労
者
知
事
表
彰
は
次
の

11
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

松
本
市
消
防
団
副
団
長

�

大
原　
　

明

長
野
市
消
防
団
副
団
長

�

片
桐　
　

浩

中
野
市
消
防
団
団
長

�

神
田　

雄
樹

長
野
市
消
防
団
副
団
長

�

児
玉　

孝
史

松
本
市
消
防
団
分
団
長

�

小
松　

俊
夫

元
上
松
町
消
防
団
団
長

�

大
道　

俊
昭

長
野
市
消
防
団
副
団
長

�

田
中　

博
文

長
野
市
消
防
団
副
団
長

�

松
木　

道
夫

元
松
本
市
消
防
団
分
団
長

�

三
村　

隆
彦

松
本
市
消
防
団
団
員

�

横
内　

千
治

松
本
市
消
防
団
分
団
長

�

若
林　

一
郎

県
内
か
ら
は
、
次
の
方
々
が
受

章
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
単
光
章

元
軽
井
沢
消
防
団
分
団
長

�

市
村　

正
喜

元
長
野
市
消
防
団
団
長

�

猪
俣　

正
由

元
大
町
市
消
防
団
団
長

�

大
谷　

幸
久

元
木
曽
福
島
町
消
防
団
団
長

�

春
日　

正
志

元
長
野
市
消
防
団
分
団
長

�

小
林　

哲
夫

「心あわせて、気持ちあわせて」

知
事
表
彰

　
消
防
関
係
者

　
春
の
叙
勲

県
大
会
ま
で
の
道
の
り

上
田
市
消
防
団
　
ラ
ッ
パ
長

�

三
井
　
宏
映
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ラ
ッ
パ
講
習
会

　

ラ
ッ
パ
講
習

会
を
4
月
20
日

（
土
）に
長
野
県

消
防
学
校
で
開

催
し
、
1
5
0

名
が
参
加
し
ま

し
た
。「
規
律
の

部
、
確
認
事
項
」

に
つ
い
て
消
防
学
校
の
岩
渕
准
教
授
か

ら
、「
指
導
者
・
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
に

望
ま
れ
る
こ
と
」
に
つ
い
て
消
防
学
校

ラ
ッ
パ
科
の
田
中
講
師
か
ら
講
義
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

消
防
団
ラ
ッ
パ
隊

�

広
域
交
流
会

　

消
防
団
ラ
ッ
パ
隊
と

の
交
流
を
行
い
、
消
防

ラ
ッ
パ
吹
奏
技
術
の
更

な
る
向
上
、
消
防
団
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
な
ど

を
目
的
と
し
た「
消
防

団
ラ
ッ
パ
隊
広
域
交
流

会
」
を
県
操
法
・
ラ
ッ

パ
吹
奏
大
会
に
併
せ
て

開
催
し
ま
し
た
。

　

消
防
団
員
や
一
般
来

場
者
が
見
守
る
中
、
伊
那
市
消
防
団

音
楽
隊
、
飯
伊
消
防
協
会
ラ
ッ
パ
隊
が

そ
れ
ぞ
れ
曲
目
を
披
露
さ
れ
、
観
客

か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

副
団
長
講
習
会

　

副
団
長
講
習
会
を
6
月
8
日（
土
）

中
南
信
地
区

は
上
松
町
で

46
名
、
22
日

（
土
） 

東
北

信
地
区
は
長

野
県
消
防
学
校
で
32
名
、
合
わ
せ
て

78
名
が
参
加
し
開
催
し
ま
し
た
。
午

前
中
は
、「
長
野
県
の
消
防
防
災
行
政
」

に
つ
い
て
長
野
県
危
機
管
理
部
消
防

課
の
佐
藤
主
事
か
ら
、「
地
域
防
災
力

充
実
強
化
」「
訓
練
礼
式
」
に
つ
い
て

消
防
学
校
の
相
馬
准
教
授
か
ら
講
義

を
い
た
だ
き
、
午
後
は
、「
現
場
指
揮

訓
練
」
と
し
て
、
相
馬
准
教
授
の
指

導
の
も
と
火
災
実
験
や
、
無
線
運
用

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

長
野
県
消
防
関
係

�

殉
職
者
慰
霊
祭

　

消
防
長
会
と
の

共
催
に
よ
る
令
和

元
年
度
長
野
県
消

防
関
係
殉
職
者
慰

霊
祭
を
9
月
6
日

（
金
）に
長
野
市
花

岡
平
の「
殉
難
消

防
組
員
の
碑
」
前

に
お
い
て
、
長
野
県
知
事（
代
理
太
田

寛
副
知
事
）、
県
警
本
部
長（
代
理
大

川
雄
一
長
野
県
警
察
本
部
警
備
部
長
）、

自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部
副
本
部

長
、
陸
上
自
衛
隊
松
本
駐
屯
地
司
令
、

消
防
長
会
正
副
会
長
、
消
防
協
会
正

副
会
長
、
福
利
厚
生
委
員
、
57
名
の

参
列
を
い
た
だ
き
厳
か
に
行
い
ま
し

た
。

第
38
回
全
国
消
防

�

殉
職
者
慰
霊
祭

　

9
月
12
日

（
木
）に
東
京
都

虎
ノ
門
の
日
本

消
防
会
館
ニ
ッ

シ
ョ
ー
ホ
ー
ル

で
、
安
倍
内
閣

総
理
大
臣
、
高

市
総
務
大
臣
を
は
じ
め
、
全
国
か
ら
遺

族
代
表
、
消
防
関
係
者
が
参
列
し
て

厳
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
新
た

に
、
5
柱
が
合
祀
さ
れ
、
そ
の
御
霊
は

5
7
6
2
柱
と
な
り
ま
し
た
。
長
野

県
か
ら
は
、
御
遺
族
、
県
協
会
関
係

者
な
ど
9
名
が
参
列
し
ま
し
た
。

第
25
回
全
国
女
性
消
防
団
員

�

活
性
化
青
森
大
会

　

9
月
19
日（
木
）
〜
20
日（
金
）、

全
国
か
ら
女
性
消
防
団
員
な
ど

3
7
0
0
人
が
参
加
し
、
青
森
市
の

新
青
森
県
総
合
運
動
公
園
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。「
女
性
消
防
団
員
新
時
代

へ　

〜
わ
ど
な（
わ
た
し
と
あ
な
た
）の

出
会
い
〜
」
を
大
会
テ
ー
マ
と
し
、
消

防
団
活
動
に
つ
い
て
情
報
交
換
と
地

域
を
越
え
た
交

流
を
活
発
に
行

い
ま
し
た
。
長

野
県
か
ら
は
66

名（
内
女
性
消

防
団
員
32
名
）

が
参
加
し
ま
し

た
。

県
女
性
消
防
団
員

�

活
性
化
会
議

　

今
年
度
2
回
目
の
会
議
を
9
月
30

日（
月
）に
県
庁
会
議
室
で
開
催
し
、
10

月
27
日（
日
）に
、
初

め
て
開
催
す
る
県
女

性
消
防
団
員
活
性

化
大
会
の
内
容
等
に

つ
い
て
検
討
を
行
い

ま
し
た
。

優
勝
チ
ー
ム

�

知
事
表
敬
訪
問

　

県
大
会
優
勝

チ
ー
ム
が
10
月
2

日（
水
）に
知
事
を

表
敬
訪
問
し
ま
し

た
。

　

第
三
応
接
室

で
阿
部
知
事
が
出

席
し
、
第
1
部
ポ
ン
プ
車
操
法
優
勝

の
諏
訪
市
消
防
団
、
第
2
部
小
型
ポ

ン
プ
操
法
優
勝
の
安
曇
野
市
消
防
団
、

ラ
ッ
パ
吹
奏
優
勝
の
上
田
市
消
防
団

か
ら
大
会
優
勝
報
告
と
懇
談
が
行
わ

れ
、
引
き
続
き
県
庁
北
側
の
広
場
で
、

多
く
の
県
庁
職
員
ら
が
見
学
す
る
中
、

上
田
市
消
防
団
に
よ
る
ラ
ッ
パ
吹
奏
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

第
10
回
長
野
県
消
防
団

�

音
楽
交
流
演
奏
会

　

10
月
6
日（
土
）駒
ケ
根
市
総
合
文

化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
約
6
0
0
名

が
参
加
し
、
開
催
し
ま
し
た
。

　

音
楽
隊
交
流
演
奏
会
で
は
、
16
隊

各
4
ブ
ロ
ッ
ク
合
同
チ
ー
ム
に
よ
る
演

奏
が
行
わ
れ
、
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果

を
遺
憾
な
く
発
揮
し
有
意
義
な
交
流

と
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
幅

広
く
県
民

の
皆
様
に
消

防
団
を
知
っ

て
い
た
だ
く

き
っ
か
け
と

な
る
よ
う
、

大
会
内
容
の

見
直
し
を
行

い
、
新
た
に
、

中
野
市
消
防

団
女
性
隊
に

よ
る
寸
劇
、

防
災
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
下
諏

訪
シ
ェ
イ
ク

ア
ウ
ト
に
よ

る
防
災
漫
才

等
を
行
い
ま

し
た
。人

事
異
動

○
消
防
協
会

令
和
元
年
5
月
31
日
付

【
退
　
職
】

・
事
務
局
長�

仙
仁　

健
一

令
和
元
年
6
月
25
日
付

【
採
　
用
】

・
事
務
局
長�

土
屋　

一
都


